
平成 20 年度事業報告 

 平成 20 年度事業(平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日まで、以下「当

年度」という。)の実施概要について、会員の異動等を含め、次のとおりご報告

申し上げます。 

Ⅰ 会員及び組織に関する事項 

1. 会員の異動について 
会員数は、期首 145 名のところ、次のとおり入退会がありましたので、 

期末 140 名として推移しました。 
(1) 入会者 

3 月 31 日 ㈱NRE 大増   (代表者 坂下 佳久) 東京支部 
(2) 退会者 

5 月 27 日  (有)あしべ     (代表者 福田 孝司) 和歌山支部 
6 月 30 日 ㈱ﾎﾃﾙｾﾝﾁｭﾘｰｲｶﾔ  (代表者 荻野順次郎) 新潟支部 
6 月 30 日 橘駅食堂     (代表者 西  永義) 四国地区本部 
8 月 31 日 海華軒      (代表者 高橋 和美) 水戸支部 
3 月 31 日 (有)芝田屋弁当部  (代表者 永井   聡 ) 水戸支部 
3 月 31 日 ㈱守屋      (代表者 守屋 弥生) 北海道地区本部 

 
2. 役員の異動について 

5 月 31 日、監事の高木慶一氏が退任されました。 

Ⅱ 事業の実施内容に関する事項 

1. 旅客サービス向上運動について 
当年度も国土交通省の共同主催により、8 月 1 日より 7 日まで実施され 

た観光週間と平行し、当会独自の立場から 8 月 1 日から 8 月 31 日まで旅客

サービス向上運動を実施しました。 
運動の重点実施事項は旅客サービスの向上と衛生管理の強化としました。 

2. 生産物賠償責任保険等の取り扱いについて 
    生産物賠償責任保険及び借家人賠償責任保険につきましては、当年度も 
引き続きその取り扱いを継続し、会員の業務上の責任体制強化に資しまし 
た。 

  (取扱実績) 
・ 生産物賠償責任保険  加入者     47 名  (対前年 2 名減) 

保険料 13,054 千円(対前年 76 千円減) 
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・ 借家人賠償責任保険   加入者      11 名  (対前年 1 名減) 
                        保険料   903 千円(対前年 7 千円減) 

3. 機関誌の発行 
   第 380 号、第 381 号の 2 回発行しました。 
4. 中央会ホームページのリニューアルについて 

ホームページの全面改修に着手しました。規模も参画会員が 41 名から 
74 名に増え、全国の有名駅弁を殆ど網羅した最大規模の駅弁サイトとなる

予定です。携帯電話からもアクセスできるほか、駅弁探しの機能アップを

図ります。 
5. 災害時等マニュアルの見直しについて 

地震、台風、列車事故など災害時に迅速な食料提供を行うための支援体 
制を整備するため、災害時等マニュアルの見直しを行いました。 
 改正マニュアルについては、関係諸官庁、県庁、JR 関係などに配布する

とともに、ホームページに掲載し、当会の災害時における食料提供支援に

ついて周知を図りました。 
6. 「駅弁の日」の PR について 

4 月 10 日「駅弁の日」には、マスコミ関係者からの駅弁食文化の取材に 
積極的応じるとともに、地区本部・支部にて駅弁大会が行われました。 
また、例年により支部で地域の福祉施設を慰問し、駅弁の無償提供など

を行いました。 
7. 駅弁大会の後援・協賛について 

(1)  主要デパート等において開催される駅弁大会に対し、当年度も開催

内容によりこれを後援しました。(実績 10 件) 
(2)   各旅客鉄道株式会社において、「鉄道の日」など記念行事の一環と

して駅弁大会を実施しており、これに各地区本部・支部が積極的に協

賛しました。 
8. 各種報道機関との協調について 

当中央会の組織、概要、「駅弁マーク」、会員の駅弁、駅弁の歴史などマ 
スコミ関係者からの取材や、お客様からの問い合わせに対して積極的かつ

誠実に応接し、当会及び駅弁の周知宣伝に努めました。 

Ⅲ 官公庁及び諸団体との関係に関する事項 

  国土交通省とは、当年度も密接な連絡をはかり、当会に対する通達・指示

事項について、迅速かつ正確な業務処理を行いました。 
  又、12 月 1 日、公益法人制度改革により特例社団法人に移行した当中央会

は、一般社団法人への移行認可申請を行なうにあたり、現行定款の改正案を
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作成し、鉄道局と今後の移行認可スケジュール等について意見交換会を開催

しました。 

Ⅳ 調査及び研究に関する事項 

  (1) 地方事業の調査について 
「事業の実施内容に関する事項」及び「表彰に関する事項」について、  

事前又は事後にそれぞれ相応の調査をしました。また例年のように平成 20
年 1 月から 12 月までの会員の構内営業売上高について調査しました。 

Ⅴ 表彰に関する事項 

  6 月 10 日通常総会の席上において、会員企業役員 2 名、100 年以上構内営

業継続会員 4 名、優良従業員 19 名の表彰を行いました。 

Ⅵ 会議に関する事項 

1. 通常総会 
6 月 10 日大宮市鉄道村において開催しました。 
 議 題 

(1) 平成 19 年度事業報告に関する件 
(2) 平成 19 年度決算報告に関する件 
(3) 平成 20 年度事業計画案に関する件 
(4) 平成 20 年度予算案に関する件 
(5) 定款の改正に関する件 

2. 理事会 
第 1 回 4 月 17 日(書面理事会) 
 報告事項 

(1) 平成 20 年度通常総会開催計画について 
(2) 平成 19 年度事業報告について 
(3) 平成 19 年度決算報告について 
(4) 平成 20 年度事業計画案について 
(5) 平成 20 年度予算案について 
(6) 定款の改正に関する件 
(7) その他 

    第 2 回 8 月 18 日東京都中央区において開催しました。 
     議 題 

(1) 当中央会ホームページのリニューアルについて 
(2) 災害時等のマニュアルの改正について 
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(3) 国土交通省の「業務及び財産状況等の検査」の受検について 
(4) その他 

    第 3 回 11 月 17 日東京都中央区において開催しました。 
     議 題 

(1) 当中央会ホームページのリニューアルについて 
(2) 災害時等のマニュアルの改正について 
(3) 国土交通省受検指摘事項の回答案について 
(4) 平成 21 年度通常総会案について 
(5) その他 

    第 4 回 2 月 23 日東京都中央区において開催しました。 
     議 題 

(1) 平成 21 年度通常総会開催計画案について 
(2) 平成 20 年度決算見込について 
(3) 平成 21 年度事業計画案について 
(4) 平成 21 年度収支予算案について 
(5) 役員改選について 
(6) 一般社団法人移行認可申請スケジユール等について 
(7) 定款の変更案について 
(8) 日本鉄道構内営業中央会基本財産規則案について 
(9) 農水省の自給率向上「推進パートナー」への参画について 
(10) その他 

3. 常任理事会 
常任理事会を 8 月 17 日、2 月 23 日、正副会長会議を 11 月 17 日に

それぞれ理事会同所にて開催しました。 


